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歯科撮影法２
顎顔面頭蓋部撮影（口外法※）

新潟大・歯学部歯学科 4年生

顎顔面放射線学分野 西山秀昌

2023.10.20

※「口外法」：歯科での「口内法」に対する歯科固有の用語。

https://www5.dent.niigata-u.ac.jp/~nisiyama/extraoral_lecture-handout.pdf

https://www5.dent.niigata-u.ac.jp/~nisiyama/extraoral_lecture.pdf 検査に用いるエックス線機器
※歯と比べて対象物が厚い、大きい！！

• エックス線管
• 一般医科用に用いられる回転陽極管

• 撮影条件
• 頭蓋骨を通過するため、口内法と比較して管電圧が
高く、管電流が多い。

• エックス線受光系（検出器）
• フィルム系

• フィルム（スクリーンタイプ）＋増感紙
• 附属の機器（グリッド、 カセット）

• デジタル系
• イメージングプレート（IP）、フラットパネル（FPD）

撮影体位、基準線・面

• 撮影体位
• 立位、座位、臥位（仰臥位、腹臥位、側臥位）

• 基準線、基準平面
【】内は断面・断層画像での用語

• 正中矢状面：【矢状断（sagittal plane）】
• 耳垂直面：【前額断、冠状断（coronal plane）】
• 横断面：【軸位断、横断（axial plane）】
• 眼窩耳孔線（OML, OM line ）
• 眼耳平面（フランクフルト平面、FH plane）
• 鼻聴道線（AM line、カンペル平面）

S:上方（頭側）

I:下方（尾側）

A:前方 P:後方

カンペル平面

FH平面

OML

A:前方

P:後方

R:右側

L:左側

L-R

P-A

左側前方θ度から…

θ

背側or後方 Posterior ・腹側or前方 Anterior ・頭側or上方 Superior ・尾側or下方 Inferior
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「前方に傾ける」について

• 教科書のp.112 右側のl.9～
• 口底が浅い場合は、上記の基準線※がやや前
方に傾くよう（やや顎を引く感じ）
※咬合平面、水平基準面

• 「水平基準面を前方に傾ける」とは？
• 「頭部」は首を中心に回転・傾斜するため、「頭
部」に含まれる基準面が「前方に傾く」方向とは
「頭部」が前方に傾くと考える。

上下顎骨、鼻腔、副鼻腔を
目的とする投影法

• 上下顎骨、鼻腔、副鼻腔を目的とする投影法
• ●頭部後前方向撮影法、後頭前頭方向撮影法
（Posterior-Anterior projection; P-A投影法）

• 側方向撮影法（lateral projection）
• 軸方向撮影法（オトガイ-頭頂、頭頂-オトガイ；

axial projection）
• ●Waters撮影法（Waters’ projection）

• 下顎部を主目的とした投影法
• 側斜位撮影法（lateral oblique; Ciezynski）

P-AおよびWaters撮影法の解剖構造と解剖名は
https://www5.dent.niigata-u.ac.jp/~nisiyama/extraoral_anatomy.pdf

頭部後前方向撮影（Posterior-
Anterior projection; P-A投影法）

• 体位：
• 通常座位（立位）、または腹臥位

• 位置づけ：
• 前頭部と鼻尖をフィルム面に密着し、
頭部矢状面をフィルムに垂直に保つ。

• エックス線の入射：
• 外後頭結節と鼻根点を通過

• 特徴・目的：
• 上顎は重積のため、読影しにくい。
• 下顎枝から下顎頭にかけての病変（頬舌的所見）
• 上顎骨頬骨突起下部から上顎結節（TM line）にかけての病変
（主に上顎洞の病変）

• 前頭洞部の病変、眼窩下縁部（骨折）、頭蓋部の骨病変
• 麻酔前の検査（経鼻挿管時のair wayの確認）

PA（後頭前頭方向）撮影
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側方向撮影法（lateral projection）
※あまり撮影されない。セファロで代用される場合もある。

• 体位：
• 腹臥位、または座位

• 位置づけ：
• 正中矢状面をフィルム面に平行にする。
• 患側をフィルムに向ける。（R-L、L-Rの２方向がある）

• エックス線の入射：
• 両側外耳孔中心を通過するように入射。

• 特徴・目的：（接線となる部位に注意）
• 鼻骨骨折
• 切歯部付近、上顎洞後壁部付近、咽頭部の疾患
• 頭蓋部の骨病変
• 多くは左右の構造が重なるので、読影困難

軸方向撮影法（オトガイ-頭頂、
頭頂-オトガイ；axial projection）

• 体位：
• 腹臥位、または座位

• 位置づけ：
• 正中矢状面をフィルム面に垂直にする。

• 特徴・目的：
• 頬骨弓の検査（骨折）、顎関節の長軸
角の検査、下顎骨形態

• 検査部位によって、撮影条件が異なる。
• 参照：歯軸方向撮影法 ---上顎前歯部

Axial（体軸）撮影 体軸
頤頭頂方向撮影

9 10

11 12



2023/10/20

4

頬骨の骨折

参照：上顎歯軸方向撮影

• 開口状態で撮影

• （フィルム系の場合）増感紙必要

上顎歯軸撮影 Waters撮影法（Waters’ projection）
• 体位：

• 座位もしくは腹臥位
• 位置づけ：

• フィルム面にオトガイ部を
つけて顎を突き出し、
ドイツ水平面を45°後方へ傾け、
OMLなら37°後方へ傾ける。

• エックス線の入射：
• フィルムに垂直に、鼻下点を通過するように入射

• 特徴・目的：
• 上顎洞内に液が貯留する場合、座位の方が観察しやすい。
• 液面形成 (air-fluid level、 or liquid level)
• 副鼻腔、おもに上顎洞の疾患
• 頬骨・頬骨弓部
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Waters法
Waters法
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側斜位撮影法
（lateral oblique; Ciezynski）

• 特徴・目的：
• 歯を中心とした下顎骨の撮影法

• 歯列弓をいくつかに分け、頸椎および歯列弓の反対
側との重複を避けた撮影法

• 種類
• 第１斜位：前歯部
• 第２斜位：小臼歯から大臼歯部
• 第３斜位：大臼歯部
• 下顎骨側方位：下顎枝、上顎結節

• 体位：
• 座位、側臥位、もしくは腹臥位

・・・ つづき ・・・

• 位置づけ：
• 第１斜位：目的側の犬歯部がカセット
面の中央に来るように位置づける。

• 鼻尖とオトガイ部がカセット面と接する
ように位置づける。

• エックス線の入射：
• 反対側の下顎骨後下方1cmから

+20°傾け目的側の犬歯に向ける。
• 中心線とフィルムの角度は約70°
• 第２、第３斜位、側方位は、第１斜位
の顔面の傾きを大きくする。

• 側方位：正中矢状面とフィルム面が平
行になる。

顎骨斜位撮影

舌骨の重積

21 22
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顎関節を主目的とした投影法
（顎関節Ｘ線撮影法）

• 顎関節側方向撮影法；TMJ lateral projection
• ●側斜位経頭蓋撮影法；lateral oblique transcranial 

projection --- Schüller氏変法
• 側斜位経咽頭撮影法；lateral oblique transpharyngeal

projection
• ●パノラマ4分割撮影法

• 顎関節前後方向撮影法；TMJ frontal projection
• ○眼窩-下顎枝（頭）方向撮影法；orbito-ramus (condyle) 

projection --- Grant-Lanting法
• △後頭-前頭方向撮影法；postero-anterior projection ---

Clementschitsch法
• 顎関節軸方向撮影法；TMJ axial projection

• 頭頂-オトガイ方向撮影法；vertex-menton projection
• △オトガイ-頭頂方向撮影法；mento-vertex projection

解剖等の詳細は、西山・3回目の講義で

側斜位経頭蓋撮影法
（lateral oblique transcranial projection） Schüller氏変法

• 側頭骨の斜め後上方（上方+20～25°、後方
5～15°）から入射

• 主として顎関節外側約1/3が接線となる。

パノラマ4分割撮影法
詳しくは、西山・3回目の講義で

• 回転断層方式のパノラマエックス線撮影装置
を用い、左右の顎関節の開閉口位を、一枚
の写真上に4分割して撮影する方法

• 側斜位経咽頭撮影に類似する。

眼窩-下顎枝（頭）方向撮影法
orbito-ramus (condyle) projection --- Grant-Lanting法

• 開口位にて撮影

• 開口位であり、かつ顎関節に斜入するため、
真の正面像とはならない。下顎頭は後面部
が接線となる。

• 水晶体の被曝線量が多くなる。

25 26
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特殊エックス線撮影法

• 特殊な手法を用いる。
• 近接撮影法、拡大撮影法、高圧撮影法、立体撮影法

• 特殊な機械を用いる。
• ●頭部エックス線規格撮影法（Cephalometric 

radiography; Cephalography）
• ●エックス線断層撮影法（Tomography）
• （エックス線）透視（fluorography）

• 被写体に特別な処置を行い撮影する。
• ●造影検査法（Contrast examination）

150cm

15cm

150cm

15cm

頭部エックス線規格撮影法
（Cephalometric radiography; Cephalography）

• エックス線入射方向：
• P-A, lateral

• 目的：
• 頭部・顎・顔面形態の計測用（特に歯
科矯正治療）

• 特徴：
• セファロスタット、イヤーロッドを用いて、
頭部を固定する。

• フィルム・被写体中心とフィルム・焦点
間距離を一定にする。

• 拡大率を1.1倍に固定することが多い。
• フィルム・被写体中心の距離：15cm
• フィルム・焦点間距離：150cm

150cm

15cm

頭部エックス線規格撮影

29 30
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断層（截）面以外の物質はフィルム上で流れてしま
い、ボケる（△、□） 。
ボケ像は軌道の形状に類似する。
截面の物質は、明瞭に写し出される（●）。

エックス線管

断層截面

直線断層

様々な軌道

エックス線断層撮影法
（Tomography）

電車の進行方向

断層撮影の原理
トモシンセシスの原理

場面の変化

変化する場面にて、家を中心に
見ていると、遠くの山は右から左
へ流れていき、近くの電信柱は
左から右へ流れていく。

連続して撮影すれば、家以外の
構造がぼやけることになる。

電車の進行方向

断層撮影の原理
トモシンセシスの原理

場面の変化

変化する場面にて、家を中心に
見ていると、遠くの山は右から左
へ流れていき、近くの電信柱は
左から右へ流れていく。

連続して撮影すれば、家以外の
構造がぼやけることになる。

電車の進行方向

断層撮影の原理
トモシンセシスの原理

場面の変化

変化する場面にて、家を中心に
見ていると、遠くの山は右から左
へ流れていき、近くの電信柱は
左から右へ流れていく。

連続して撮影すれば、家以外の
構造がぼやけることになる。

33 34

35 36
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場面の変化

もし、遠くの山を中心に見ていると、中ほどの家も近くの電信柱も、右から左へ流れていく。
連続して撮影すれば、山以外の構造がぼやけることになる。

もし、近くの電信柱を中心に見ていると、遠くの山も中ほどの家も、左から右へ流れていく。
連続して撮影すれば、電信柱以外の構造がぼやけることになる。

断層域の厚さについて
振角（振れ幅）が大きいと断層域（断層厚）は薄くなる。

断層（截）面

断層域
（断層厚）

断層域
（断層厚）

𝑙 = 2ℎ 𝑀 tan
𝛼

2
※断層（截）面以外の面のボケ：

l：ボケの長さ、h：断層面からの距離、
M：拡大率、α：振角

エックス線管

カセット
フォルダ

被写体

断層撮影装置
ハイポサイクロイダル軌道

貴重な動画

37 38
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造影検査法
contrast examination

• 臓器の内部、もしくは周辺にエックス線の減弱係
数の大きい（小さい）造影剤を注入し、その陰影
によって目的とする臓器の検査を行う。

• エックス線以外での造影検査では、周囲組織と
のコントラストを増強する薬剤を用いる。

• 薬理作用や為害性が無く、化学的に安定してい
て速やかに排泄されるものが望ましい。

• 唾液腺造影、顎関節（腔）造影、血管造影など

• CT、MRIでの経静脈造影（造影CT、造影MRI）
contrast enhanced CT, MRI

唾液腺造影検査の例
（顎下腺の唾石症）

唾石

唾石

エックス線で用いられる造影剤
※注意：人体を構成する元素は炭素（6C）、カルシウム（20Ca）等である。

• 陽性造影剤
• エックス線減弱係数が人体の諸組織よりも大きい。
• 周囲よりも白く写る （エックス線不透過性）
• ヨード系造影剤（53I）

• 油性、水溶性（イオン性、非イオン性）
• 硫酸バリウム（56Ba）

• 陰性造影剤
• エックス線減弱係数が人体の諸組織よりも小さい。
• 周囲よりも黒く写る （エックス線透過性）
• 空気、酸素、炭酸ガス。

• 二重造影検査（陽性＋陰性）
• 胃のバリウム検査等

HO-R3 R1-OH

I

I I

R2-OH

禁忌（原則禁忌を含む）

• ヨード系造影剤を用いる場合、ヨード過敏症
患者、重篤な甲状腺疾患

• 造影剤を注入する部位に急性炎症が存在す
る場合

• 経静脈造影の場合
• 腎機能低下 ---血中クレアチニン値から換算さ
れるeGFR（推算糸球体濾過量）で判定

• 喘息、褐色細胞腫、多発性骨髄腫、マクログロブ
リン血症等で禁忌

• ※ビグアナイド系糖尿病薬との併用等にも注意

41 42

43 44
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経静脈造影で造影されやすい部位

• 血流と共に造影剤が集まり、水分と共に血管か
ら出て、溜まりやすい部位
• 血流が豊富
• 血管透過性が高い
• 細胞間隙（組織間隙）が広い

• 正常組織では
• 腺組織（唾液腺、甲状腺、乳腺）
• リンパ組織（リンパ節、扁桃）
• 腎臓・膀胱

• ※経静脈造影剤は腎排泄

MRIでの造影剤
頭頸部で一般的に用いられる造影剤

• 不対電子が多く、水のプロトンの緩和時間を早
める物質

• ガドリニウム（64Gd）造影剤
• そのままでは毒性あるので、キレートで閉じ込めてあ
る。

• キレートは直鎖型・環状型の2種類
• 注意：

• 腎機能低下時には遊離したガドリニウムが蓄積しや
すく、「腎性全身性線維症」（NSF）を発症することがあ
る。（特に直鎖型は注意）

補遺・胸部エックス線検査

• 歯科病名では撮影は行われないが、周術期や全身疾
患との関連等にて撮影されることがある。

• 鎖骨や肋骨に異常を来たす症候群との関連、心臓
ペースメーカーや、誤飲・誤嚥時の異物の検査、およ
び歯科麻酔科関連では「心胸郭比」など。

• 診断対象：肺の疾患（肺炎、肺結核、腫瘍、胸水、気
胸、肺気腫等）、心臓の疾患、鎖骨・肋骨・脊柱の疾
患、大動脈の疾患、縦隔の疾患等。

• 高齢者が増えている現状では、専門医と連携を取り
つつ異常所見を認識し、病態との関連について理解
できるよう、研鑽を積んでいく必要があるでしょう。

後頭・前頭方向撮影（P→A）

45 46
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(7)

(11)

(12)

(6)

(8)
(9)

(10)

(13)

(2)

(14)
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(23)

(16)

(19)

(18)

(21)

(17)

(22)
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(14)
(15)

(23)

(16)

(19)

(18)

(21)

(17)

(22)

(20)

(1) 頭蓋底 skull base
(2) 鶏冠 crista galli
(3) 前頭洞 frontal sinus
(4) 篩骨蜂巣 ethmoid cells

(9) 下鼻甲介 inferior turbinate
(10) 前鼻棘 anterior nasal spine
(11) 上顎洞maxillary sinus
(12) TM line (tuber-maxillary line)
(13) 鼻中隔 nasal septum

(14) 下顎頭 condylar head
(15) 筋突起 coronoid process
(16) 歯突起(C2) dens
(17) 下顎管mandibular canal
(18) 下顎体mandibular body

(5) 眼窩 orbit
(6) 乳様突起 mastoid process
(7) 頬骨弓 zygomatic arch
(8) 中鼻甲介 middle turbinate

(19)  頸椎 cervical vertebra
(20) 下顎骨下縁 inferior border of mandible
(21) 下顎角mandibular angle
(22) 下顎枝mandibular ramus
(23) 環椎横突起 transverse process of C1

(5) (4) (3)

(7)

(11)

(12)

(6)

(8)
(9)

(10)

(13)

(2) (1)

Waters’法

(1)
(2)

(3)

(4)

(5)

(6)

(7)

(8) (9)
(10)

(11)

(13)
(12)
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(14)

(15)

(16)

(18)
(17)

(19)

(20)

(1)
(2)

(3)

(4)

(5)

(6)

(7)

(8) (9) (10)

(11)

(13) (12)

(14)

(15)

(16)

(18)
(17)

(19)

(20)

(1) 鶏冠 crista galli
(2) 前頭洞 frontal sinus
(3) 眼窩 orbit
(4) 頬骨 zygomatic bone
(5) 上顎洞 maxillary sinus

(17) 下顎骨下縁 inferior border of mandible
(18) 下顎角mandibular angle
(19) 蝶形骨洞 sphenoid sinus
(20) 篩骨蜂巣 ethmoid cells

(6) 頬骨弓 zygomatic arch
(7) 下顎窩 mandibular fossa
(8) 鼻中隔 nasal septum
(9) 下鼻甲介 inferior turbinate
(10) 頬骨下稜 zygomaticoalveolar line

(11) 上眼窩裂
(12) 環椎(C1)
(13) 歯突起(C2) dens
(14) 筋突起 coronoid process
(15) 下顎頭 condylar head
(16)  乳様突起mastoid process
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